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6．t311一トリヨードサイロニン血中消失曲線

　　の解析

　稲田満夫　岡部純一　風間善雄

　高山英世

（天理ようつ相談所病院　内分泌内科）

　　　　　　　　相馬　敬司

　　　　（京都大学　工学部）

　1111一標識Triiodothyronine（以下T．，とする．）の末

梢代謝を検索する目的で，正常人7例，未治療甲状腺機

能τC進症5例および未治療機能低下症7例にユ311－T，を

静注投与し，3日間にわたり経時的に採血し，そのTCA

沈澱1311Activityを測定して，　i　311－T3　1in中消失山線を

作成し，その解析を試みた．

　1311－T3」OL中消失曲線はPeeling法により3つのCom－

Ponentに分けられ，3つの指数函数・和（Y＝hie－glt＋

h2e’－gEt＋h3e－9・t）で表わされた．そこで下図のThree

poot　modelを想定した．

　　　　P。。1．「と→IP。。1ト竺「－P。r・。、

一

→ 1」2L‘31一ナ　　　　　　　　　　　　　　Z23　．　　　　　　　　λ12

　Pool　1：Serum．　　Pool　2：Interstitial　fluid．

　Pool　3：Site　of　utilization　and　degradation．

　λijは各Pool問のFractional　Turnover　rateであ

る．

　かくしてλijはSkinner，　Clark，　Baker　and　Shipley

らの方法により算出されるが，すべての計算はHawlett

Packard製9100　A計算機により行なった．

　Three　pool　modelの妥当性はまつTwo　pool　model

とした場合のFirst　componentの残差と　Three　pool

皿odelのそれを比較すると，前者は後者の約5倍大で，

またInterstitia】fluid　volume（V2）とSerum　volume

（Vユ）の比（V21Vl）が平均2．45±0．44で，これは従来

報告されているInulinを用いての測定値V，，iVl＝2，・59

と非常に近似していることより推定された．次にλi．iを

正常人および各疾患群で比較すると，機能低ド症群で

λ32が低下する傾向を示し，一方機能元進症群ではAe3

が有意に高値を示した．これらの成績はThree　pool

modelよりえられたparametersは各疾患群の病態生理

の特徴を良く表現していることを示す．

　　　　　　　　　　　　＊

7．　ラット卵巣の生後発育過程に関する

　　機能形態学的研究（抄録）

占結一郎　林　　要　東条伸平

　　（神戸大学　産婦人科）

　ラット卵巣の生後発育過程について機能形態学的な面

から検討を加えた．

　実験方法：Spraque　Dawley系ラットを使い，生直

後にH・3－thymidineを腹腔内に投与し，　puls－labeling

を行なって卵巣のradieautographyを作製すると同時に

3β一HSD活性　（substrate：DHA）G－6－PDH，　LDH

活性，sudan　black，　Azan染色，　G｛tter染色などの組

織化学的検索を行なった．

　実験結果：1）生後2日目の卵巣の卵細胞の核分裂像

はdiplotene　stegeにあるものが多く，中等数のZ－ceil

がみられた．　皿）生後7日目の卵巣では多数の原始卵

胞の他に第二次卵胞が出現したが，thecaの形成は不明

であった．　皿D生後14日目の卵巣ではAutrumを持

つ卵胞が出現し，亡hecaの形成も認められた　（第三次

卵胞の出現）．　IV）delayed　autoradiography実験の

結果生直後の卵巣では主として未分化間質細胞に取りこ

みが見られ，卵細胞には取り込みがなかった．また生後

7日目卵巣では卵胞細胞にthymidineのとりこみが見

られ，生後14日目では爽膜細胞にもとりこみが見られた．

V）生後7日口の卵巣では3β一HSD活性が認められな

かったが，生後14日目卵巣ではその索状または島状の間

質細胞集団に脂質頼粒や，強い3β一HSD，　G－6－PDH活

性が認められた．　W）生後21日目より，卵胞閉鎖の出

現とともに，第2次間質腺が出現した．

　結論11）生直後の卵巣から，germ　cellは認められ

ない．2）卵胞，内膜両細胞は未分化間質細胞より分化

するらしい．　3）生後14日日前後より卵胞のantrum

formationと相前後して第1次間質腺が出現する．4）

また，卵胞閉鎖の出現と共に，第2次間質腺が出現した．

　　　　　　　　　　　　＊

8．　1251インスリンを用いた血中インスリン

　　濃度測定について（第III報）

垂水泰敏　中明孝夫　田中　明

太田定雄　金崎美樹　赤木弘昭

　　（大阪医大　放射線科）

　第皿報に引続き1251標識化インスリンによる，血ull

インスリン濃度測定，特にそのデーター処理の段階に
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mini　computerを導人，簡便化を行なった結果について

報告する．

　1）沈澱率よりインスリン濃度を測定するのは，通常

標準曲線を描き，その曲線に試料の沈澱率を当てはめて

肉眼による推定を行なうわけであるが，第皿報に述べた

如く，標準曲線を2次式として表わし，mini　computer

により標準試料のTotal　count，および沈澱物の毎分計

測値，自然計数を与えれば，2次式の各項定数を計算し，

さらに試料のTolal　countおよび沈澱物の毎分計測値よ

り，インスリン濃度を自動的に計算，印字させる方法を

検討した．使用した計算機は日立製のHitac　10で基本

構成は，本体と人出力タィブラィターのみであり，記憶

容量は4キロワードの小型のものである．この結果，デ

ー ター処理時間の短縮，および簡便化がはかられ，また

標準偏差により容易に標準曲線の検定が出来，判定にお

いても肉眼的に行なうものより精度の向上することがわ

かった．

　2）現在まで行なって来た測定で509ブドウ糖負荷試

験の結果により，糖尿病と判定される患者28名について，

インスリン反応より，反応低下群，正常群，反応過剰群

と大別し検討を加えた．

　　　　　　　　　　　　＊

9．　Phadebas⑧1皿sulin　Testの使用経験

　稲田満夫　岡部純一　風間善雄

　高山英世

（天理ようつ相談所病院　内分泌内科）

　　　　高橋浩春名桃江

　　　　（同上　臨床病理部）

　血漿中Insulin測定法として，第一R　I研究所より

Phadebas　lnsulin　testの提供をうけ，若干の基礎的検討

を行なった．Radioimmunoassayを利用した本法の特

徴はInsulin抗体があらかじめSephadexと化学反応

により結合させたSephadex　Anti　Insulin　Complexを

用いる一抗体法である．

　（1）本法の操作はsilicon　coatingされた試験管を川

いて行なうことにされている．そこでsilicon　coating

した試験管とされてないもので同一一操作を行なったが両

者で標準曲線に著変なく，また同一血漿で測定された

Insulin値はほぼ同一’iでsilicon　coatingの必要性は認め

なかった．

　（2）Sephadex　Anti　Insulin　Complexの遠沈後その

洗篠回数は原法では3回となっている．われわれは洗條
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回数を2回と31口1で比較したが両者では血漿Insulin値

にほとんど変化なく，洗糠回数は2回で充分と考えられ

た．

　（3）Incubation　Timeに関しては血漿中Insulin値は

3時間，5時間，16時間とIncubation　Timeが長くな

るに従いヒ昇し，16時間と24時間ではほぼ同一であった．

従ってIncubation　Timeは16時間以卜必要と考えられ

た，

　（4）本法では結合型1251Activityが低くその測定は

慎重を要する．そこでZero　Sampleにおける全1251

Activity（T）に対する結合型1251　Activity（B・）の比

（B。／T）が最も高くなる条件について検討した・室温に

て24時間Incubation後2回洗篠の場合B。／Tは30％前

後で最も高く現状ではこの条件が最適と考えられた．

　（5）同一SamleのInsulin値を本法と：二抗体法で比

較したが両者はよく一致した，

10．各種負荷試験時における血漿IRI反応

　　　（Radioimmunoassay）について

　　　　　古屋斉子　南里佳子

（兵庫県立尼崎病院塚口分院　研究検査部）

　　　　　清野　裕　池田iE毅

　　　　　　（同ヒ　内科）

　各種負荷試験時における血巾インスリンの変動をRa－

dioimmunoassayにより測定し，正常者ならびに糖尿病

患者について比較検討した．

　インスリンの測定はRCC社のInsulin　radioimmu－

noassay　kit　を用いた．

　（ブドウ糖負荷試験）50gブドウ糖を経口投与した

際の血糖およびインスリン値は，正常者では30分で頂値

に達し，1血［糖が下降するのにしたがいインスリンも減少

した．軽症糖尿病患者では，負荷前のインスリン値は正

常者と変わらず，90～120分でピークに達した．重症糖

尿病患者では反応は平坦で頂値も著しい低値であった．

　（トリプタマイド負荷試験）　トリブタマイド19を静

注した際，正常者では負荷後3分で急峻な上昇を示し，

InL糖下降とともに漸減した．糖尿病患者では早期にイン

スリンの増量を認めたが非常に低値であった．

　（アルギニン負荷試験）　アルギニン309を30分間点

滴静注した際，開始後血中インスリンは速やかに増加し，

開始後30分で頂値に達した．

　（グルカゴン負荷試験）　グルヵゴン1mgを静注した
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